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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次

　 第68期
前第２四半期
連結累計期間
　

　 第69期
当第２四半期
連結累計期間
　

　 第68期
前第２四半期
連結会計期間
　

　 第69期
当第２四半期
連結会計期間
　

第68期

会計期間

 自 平成21年
 ４月１日

 至 平成21年
 ９月30日

 自 平成22年
 ４月１日

 至 平成22年
 ９月30日

 自 平成21年
 ７月１日

 至 平成21年
 ９月30日

 自 平成22年
 ７月１日

 至 平成22年
 ９月30日

 自 平成21年
 ４月１日

 至 平成22年
 ３月31日

売上高 (百万円) 52,782 58,628 32,675 33,061 120,186

経常利益 (百万円) 612 949 731 662 2,740

四半期(当期)純利益 (百万円) 522 870 589 685 1,829

純資産額 (百万円) ― ― 10,349 12,047 11,941

総資産額 (百万円) ― ― 77,360 67,357 71,183

１株当たり純資産額 (円) ― ― 291.14 342.75 336.92

１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 15.18 25.30 17.15 19.94 53.19

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 12.9 17.5 16.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 44 7,413 ― ― 5,468

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 958 △ 259 ― ― 73

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 926 △ 609 ― ― △ 4,058

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 10,509 18,506 12,326

従業員数 (名) ― ― 1,144 1,141 1,129

　
(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　第68期から、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を適用している。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

５　従業員数は、就業人員数を表示している。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はない。また、主要な関係会社に異動はない。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 1,141

(注)  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者

を含む就業人員である。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 820

(注)  従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員である。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】
　

「第２　事業の状況」における各事業の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。
　

(1) 受注実績
　

報告セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日　
　　至　平成22年９月30日）

(百万円)

　

前年同
四半期比(％)

建設事業

日本 20,781 (－)

東南アジア 11,458 (－)

合計 32,240 (－)

　

　
　

(2) 売上実績
　

報告セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日　
　　至　平成22年９月30日）

(百万円)

　

前年同
四半期比(％)

建設事業

日本 25,155 (－)

東南アジア 7,567 (－)

計 32,722 (－)

不動産事業

日本 263 (－)

北米 67 (－)

計 331 (－)

その他の事業 7 (－)

合計 33,061 (－)

　
(注) １　当社グループでは建設事業以外は受注生産を行っていない。

２　当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載していない。

３　上記(1)及び(2)は、セグメント間取引の相殺消去後の金額である。
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なお、参考のため提出会社個別の事業の状況は次のとおりである。

建設事業における受注工事高及び完成工事高の状況

　①　受注工事高、完成工事高及び繰越工事高

期別 区分

期首繰越
工事高

期中受注
工事高

計
期中完成
工事高

期末繰越
工事高

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年９月30日)

建築工事 115,31249,477164,79040,994123,795

土木工事 1,142 128 1,271 370 901

計 116,45549,606166,06141,364124,696

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年９月30日)

建築工事 102,76839,666142,43543,946 98,488

土木工事 420 182 602 409 193

計 103,18839,848143,03744,355 98,682

前事業年度
(自　平成21年４月１日
  至　平成22年３月31日)

建築工事 115,31285,496200,80898,040102,768

土木工事 1,142 565 1,708 1,288 420

計 116,45586,062202,51799,328103,188

(注) １　前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合は、期中受注工事高にその増

減額を含んでいる。

２　期末繰越工事高は(期首繰越工事高＋期中受注工事高－期中完成工事高)である。

　
　②　受注工事高

期別 区分 官公庁(百万円) 民間(百万円) 合計(百万円)

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
  至　平成21年９月30日)

建築工事 4,156 18,974 23,131

土木工事 122 ― 122

計 4,278 18,974 23,253

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
  至　平成22年９月30日)

建築工事 626 20,461 21,087

土木工事 122 55 178

計 748 20,517 21,265

　
③　完成工事高

期別 区分 官公庁(百万円) 民間(百万円) 合計(百万円)

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　  至　平成21年９月30日）

建築工事 3,298 23,521 26,819

土木工事 5 4 10

計 3,304 23,525 26,829

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
　  至　平成22年９月30日）

建築工事 9,390 15,722 25,112

土木工事 120 12 132

計 9,510 15,734 25,245
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④　繰越工事高(平成22年９月30日現在)

区分 官公庁(百万円) 民間(百万円) 合計(百万円)

　建築工事 16,426 82,062 98,488

　土木工事 141 52 193

計 16,567 82,114 98,682

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

特記事項はない。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア向け輸出の増加などから緩やかな回復基

調にあったが、急速な円高の進行や景気対策効果が薄れたことなどにより、企業業績の改善が鈍化する

など、依然として厳しい環境が続いている。

建設業界においては、景気の先行き不透明感から民間設備投資は抑制傾向にあり、また、公共投資の

大幅削減などにより、厳しい受注環境が続いている。

このような状況のもと、当社グループは国内建設事業と海外建設事業の両輪をもって経営環境の変

化に機敏に対応できる安定した収益基盤を構築し、強い競争力と体力のある企業に成長することを骨

子とする「中期経営計画」を策定し、その目標達成に向けて取り組んでいる。

当第２四半期連結会計期間の業績は以下のとおりとなった。

売上高は、建設事業327億22百万円(前年同四半期比1.3％増)に不動産事業他３億38百万円(前年同四

半期比10.4％減)をあわせ、330億61百万円(前年同四半期比1.2％増)となった。

損益面においては、営業利益は７億28百万円(前年同四半期比10.4％減)、経常利益は６億62百万円

(前年同四半期比9.4％減)、四半期純利益は６億85百万円(前年同四半期比16.3％増)となった。

　
セグメントの業績は次のとおりである。(セグメント間の内部売上高等を含めて記載している。)

建設事業

日本

当社グループの建設事業の日本における受注高は、207億81百万円となった。

売上高は、251億55百万円となり、営業利益は２億２百万円となった。

　

東南アジア

当社グループの建設事業の東南アジアにおける受注高は、114億58百万円となった。

売上高は、75億71百万円となり、営業利益は３億69百万円となった。

　
不動産事業

日本

賃貸事業を中心とする不動産事業の日本における売上高は、２億67百万円となり、営業利益は１

億27百万円となった。

　　

北米

賃貸事業を中心とする不動産事業の北米における売上高は、67百万円となり、営業利益は33百万

円となった。

　　

その他の事業

その他の事業については、売上高は７百万円となり、営業損失は４百万円となった。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産の部は、第１四半期連結会計期間末に比べ57億19百万円減少し、

673億57百万円となった。これは、「受取手形・完成工事未収入金等」が29億97百万円増加したが、「現

金預金」が43億97百万円及び「未成工事支出金」が45億68百万円それぞれ減少したことなどによるも

のである。

負債の部は、第１四半期連結会計期間に比べ61億72百万円減少し、553億10百万円となった。これは、

「支払手形・工事未払金等」が21億16百万円、「未成工事受入金」が33億11百万円及び「長期借入

金」が10億87百万円それぞれ減少したことなどによるものである。

純資産の部は、第１四半期連結会計期間末に比べ４億52百万円増加し、120億47百万円となった。これ

は、為替換算調整勘定の影響による減少があったが、四半期純利益６億85百万円を計上したことなどに

より利益剰余金が増加したことなどによるものである。自己資本比率については、第１四半期連結会計

期間末の15.4％から17.5％となった。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、未成工事支出金の減少

などがあったが、売上債権の増加並びに仕入債務及び未成工事受入金の減少などにより、34億87百万円

のマイナス(前年同四半期は76億54百万円のマイナス)となった。

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億11百万円のマイナス(前年同四半期は８億34百万円のマ

イナス)となった。

財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の発行による収入などがあったが、長期借入金の返済及

び社債の償還による支出などにより、８億９百万円のマイナス(前年同四半期は23億81百万円のプラ

ス)となった。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の「現金及び現金同等物の四半期末残高」は、第１四半期連

結会計期間末に比べ45億８百万円減少し、185億６百万円となった。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はない。

また、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更も行っていない。

　

(5) 研究開発活動

建設事業

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は６百万円であった。

なお、連結子会社においては、研究開発活動は特段行っていない。

　

不動産事業及びその他の事業

研究開発活動は特段行っていない。

　

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

「第２ 事業の状況　４ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(3) キャッシュ

・フローの状況」に記載のとおりである。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設及び除却等の計画はない。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 154,792,300

計 154,792,300

　
② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,498,09734,498,097
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は500株である。

計 34,498,09734,498,097― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はない。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はない。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

 平成22年７月１日～
 平成22年９月30日

― 34,498,097― 5,061 ― 1,400
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

公益財団法人大島育英会 東京都千代田区九段北四丁目２番28号 6,756 19.58

関東興業株式会社 東京都江戸川区船堀三丁目７番13号 3,600 10.43

大　島　義　和 東京都千代田区 3,075 8.91

株式会社マリンドリーム 東京都江戸川区東小松川三丁目１番１号 2,000 5.79

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,647 4.77

株式会社ＭＢサービス 東京都江戸川区船堀三丁目７番13号 1,200 3.47

有　田　信　子 東京都港区 1,170 3.39

ナカノ従業員持株会 東京都千代田区九段北四丁目２番28号 977 2.83

ナカノ友愛会投資会 東京都千代田区九段北四丁目２番28号 700 2.03

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 442 1.28

計 ― 21,569 62.52

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 106,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

34,187,000
68,374 ―

単元未満株式 普通株式 205,097 ― １単元(500株)未満の株式

発行済株式総数 34,498,097― ―

総株主の議決権 ― 68,374 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞ

れ1,500株(議決権３個)及び150株含まれている。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式156株が含まれている。
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② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ナカノフドー建設

東京都千代田区
九段北四丁目２番28号

106,000 ― 106,000 0.30

計 ― 106,000 ― 106,000 0.30

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 232 234 223 227 220 197

最低(円) 188 199 200 203 183 181

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものである。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載している。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

いる。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、和泉監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 19,148 12,750

受取手形・完成工事未収入金等 17,472 23,444

未成工事支出金 ※１
 6,145

※１
 11,211

その他のたな卸資産 ※２
 484

※２
 486

繰延税金資産 503 937

その他 3,223 2,899

貸倒引当金 △251 △669

流動資産合計 46,725 51,059

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） ※３
 4,467

※３
 4,633

土地 11,019 11,060

その他（純額） ※４
 319

※４
 379

有形固定資産合計 15,806 16,072

無形固定資産 128 131

投資その他の資産

投資有価証券 2,344 2,555

繰延税金資産 998 521

その他 2,386 1,817

貸倒引当金 △1,032 △973

投資その他の資産合計 4,697 3,920

固定資産合計 20,631 20,124

資産合計 67,357 71,183
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 32,543 32,983

1年内償還予定の社債 560 700

短期借入金 4,245 4,108

未払法人税等 154 122

未成工事受入金 9,580 12,539

引当金 ※５
 1,390

※５
 1,357

その他 793 954

流動負債合計 49,266 52,764

固定負債

社債 840 100

長期借入金 3,316 4,403

繰延税金負債 142 156

退職給付引当金 679 702

負ののれん 142 171

資産除去債務 37 －

その他 884 945

固定負債合計 6,043 6,478

負債合計 55,310 59,242

純資産の部

株主資本

資本金 5,061 5,061

資本剰余金 1,400 1,400

利益剰余金 7,423 6,759

自己株式 △26 △26

株主資本合計 13,858 13,195

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 67 193

為替換算調整勘定 △2,138 △1,800

評価・換算差額等合計 △2,070 △1,606

少数株主持分 259 352

純資産合計 12,047 11,941

負債純資産合計 67,357 71,183
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 52,782 58,628

売上原価 49,399 54,983

売上総利益 3,383 3,644

販売費及び一般管理費 ※１
 2,639

※１
 2,599

営業利益 744 1,045

営業外収益

受取利息 24 36

受取配当金 20 17

負ののれん償却額 28 28

その他 23 9

営業外収益合計 97 91

営業外費用

支払利息 147 99

為替差損 － 42

その他 81 45

営業外費用合計 229 188

経常利益 612 949

特別利益

貸倒引当金戻入額 65 286

その他 9 4

特別利益合計 75 290

特別損失

貸倒引当金繰入額 2 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 24

その他 0 16

特別損失合計 2 41

税金等調整前四半期純利益 684 1,198

法人税、住民税及び事業税 120 180

過年度法人税等 － 216

法人税等調整額 24 11

法人税等合計 144 408

少数株主損益調整前四半期純利益 － 790

少数株主利益又は少数株主損失（△） 18 △80

四半期純利益 522 870
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 32,675 33,061

売上原価 30,540 31,101

売上総利益 2,134 1,959

販売費及び一般管理費 ※１
 1,322

※１
 1,231

営業利益 812 728

営業外収益

受取利息 13 20

受取配当金 0 0

負ののれん償却額 14 14

その他 20 4

営業外収益合計 48 39

営業外費用

支払利息 77 50

為替差損 37 18

その他 13 35

営業外費用合計 129 104

経常利益 731 662

特別利益

固定資産売却益 2 －

貸倒引当金戻入額 － 273

その他 0 0

特別利益合計 2 273

特別損失

固定資産除却損 － 3

貸倒引当金繰入額 13 －

その他 0 0

特別損失合計 13 3

税金等調整前四半期純利益 721 932

法人税、住民税及び事業税 81 112

過年度法人税等 － 216

法人税等調整額 15 △2

法人税等合計 96 326

少数株主損益調整前四半期純利益 － 605

少数株主利益又は少数株主損失（△） 34 △80

四半期純利益 589 685
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 684 1,198

減価償却費 214 198

負ののれん償却額 △28 △28

貸倒引当金の増減額（△は減少） △81 △218

賞与引当金の増減額（△は減少） △149 △162

退職給付引当金の増減額（△は減少） 41 △20

受取利息及び受取配当金 △45 △53

支払利息 147 99

売上債権の増減額（△は増加） 6,410 4,886

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,130 5,063

仕入債務の増減額（△は減少） △2,455 △88

未成工事受入金の増減額（△は減少） △1,889 △2,937

その他 △1,512 △309

小計 205 7,627

利息及び配当金の受取額 45 53

利息の支払額 △161 △109

法人税等の支払額 △133 △157

営業活動によるキャッシュ・フロー △44 7,413

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △770 △223

定期預金の払戻による収入 40 3

有形固定資産の取得による支出 △352 △64

有形固定資産の売却による収入 71 4

その他 52 19

投資活動によるキャッシュ・フロー △958 △259

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,460 135

長期借入金の返済による支出 △250 △1,085

社債の発行による収入 － 1,374

社債の償還による支出 △50 △800

配当金の支払額 △206 △206

その他 △27 △27

財務活動によるキャッシュ・フロー 926 △609

現金及び現金同等物に係る換算差額 △116 △364

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △192 6,180

現金及び現金同等物の期首残高 10,702 12,326

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 10,509

※１
 18,506
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

 

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
 至  平成22年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」の適用

「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を第１四半期連

結会計期間から適用している。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益が

それぞれ１百万円、税金等調整前四半期純利益が26百万円減少して

いる。
 

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書)
 １　前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示していた「為替差損」は、営業

外費用総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとした。なお、前第

２四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は41百万円である。
 ２　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の

適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示してい

る。
 
　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書)
 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用に

より、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示している。
 
　

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

固定資産の減価償却費の算定方法 固定資産の減価償却の方法については、連結会計年度に係る減価償

却費の年間予定額を期間按分している。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

１　※２その他のたな卸資産の内訳　　　　

不動産事業支出金 462百万円

材料貯蔵品 21百万円

 

２　※３※４

　　有形固定資産の減価償却累計額

 
4,873百万円

 

１　※２その他のたな卸資産の内訳　　　　

不動産事業支出金 462百万円

材料貯蔵品 23百万円

 

２　※３※４

　　有形固定資産の減価償却累計額

 
4,772百万円

 

３　保証債務

　 (外貨) (円貨)

工事履行保証 59,816千S$3,806百万円

　 5,220千M$141百万円

　 52,673千B145百万円

従業員持家ローン ― 4百万円

　計 　 4,097百万円

 

３　保証債務

　 (外貨) (円貨)

工事履行保証 59,610千S$3,964百万円

　 3,301千M$93百万円

　 70,698千B202百万円

従業員持家ローン ― 5百万円

　計 　 4,266百万円

４　※１※５

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支

出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示

している。

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支

出金のうち、工事損失引当金に対応する額は608百万

円である。
 

４　※１※５

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支

出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示

している。

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支

出金のうち、工事損失引当金に対応する額は557百万

円である。
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１　※１このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりで

ある。

従業員給料手当 1,153百万円

賞与引当金繰入額 256百万円

退職給付費用 155百万円
 

※１このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりであ

る。

従業員給料手当 1,122百万円

賞与引当金繰入額 197百万円

退職給付費用 145百万円
 

２　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業
において、契約により工事の完成引渡しが第４四半
期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連
結会計期間から第３四半期連結会計期間における売
上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著
しく多くなるといった季節的変動がある。

 

――――――
 
 

　

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１　※１このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりで

ある。

従業員給料手当 569百万円

賞与引当金繰入額 130百万円

退職給付費用 78百万円
 

※１このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりであ

る。

従業員給料手当 543百万円

賞与引当金繰入額 72百万円

退職給付費用 69百万円
 

２　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業
において、契約により工事の完成引渡しが第４四半
期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連
結会計期間から第３四半期連結会計期間における売
上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著
しく多くなるといった季節的変動がある。

 

――――――
 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年９月30日現在)

　 百万円

現金預金勘定  11,964

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △1,454

現金及び現金同等物  10,509
 

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

　 百万円

現金預金勘定 19,148

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等  △641

現金及び現金同等物 18,506
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 34,498,097

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 106,156

　

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

　　　該当事項はない。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 206 6.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

該当事項はない。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はない。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
建設事業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

32,297 368 9 32,675 ― 32,675

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 32,297 368 9 32,675 ― 32,675

営業利益 627 183 2 812 ― 812

　

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
建設事業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

52,022 738 21 52,782 ― 52,782

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 52,022 738 21 52,782 ― 52,782

営業利益 366 372 6 744 ― 744

　
(注) １　事業区分の方法

 　日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分した。

２　各事業区分に属する主要な内容

 　建設事業：土木・建築その他建設工事全般に関する事業

　 不動産事業：不動産の売買、賃貸、仲介等に関する事業

　 その他の事業：保険代理業

３　会計処理基準等の変更

 　(当第２四半期連結累計期間)

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間から「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を適用している。この変更に伴い、

従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間の建設事業の売上高は88億77百万円増加し、

営業利益は２億80百万円増加している。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

東南アジア　
(百万円)

北米
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

27,069 5,533 72 32,675 ― 32,675

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

77 8 ― 86 (86) ―

計 27,147 5,542 72 32,761 (86) 32,675

営業利益 611 169 30 812 ― 812

　

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

東南アジア
(百万円)

北米
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

41,592 11,041 147 52,782 ― 52,782

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

161 14 ― 176 (176) ―

計 41,754 11,056 147 52,958 (176) 52,782

営業利益 490 185 68 744 ― 744

　
(注) １　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

 　(1) 国又は地域の区分の方法　　　　　地理的近接度によっている。

 　(2) 各区分に属する主な国又は地域　　東南アジア：シンガポール、マレーシア、インドネシア、

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイ、中国、ベトナム

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　　　米：アメリカ

２　会計処理基準等の変更

 　(当第２四半期連結累計期間)

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間から「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を適用している。この変更に伴い、

従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間の日本の売上高は88億77百万円増加し、営業

利益は２億80百万円増加している。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 東南アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 5,533 72 5,605

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 32,675

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

16.9 0.2 17.1

　

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 東南アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 11,041 147 11,189

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 52,782

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

20.9 0.3 21.2

　
(注) １　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。

２　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

　　　　　(1) 国又は地域の区分の方法　　　　　地理的近接度によっている。

　　　　　(2) 各区分に属する主な国又は地域　　東南アジア：シンガポール、マレーシア、インドネシア、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイ、中国、ベトナム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　　　米：アメリカ
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【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締
役会が、経営資源の配分の決定及び業績の評価をするために、定期的に検討を行う対象となっているもの
である。
当社グループは国内及び海外で建設事業及び不動産事業を行っている。
建設事業については、本社に国内建設事業本部及び海外事業本部を置き、各事業本部は、それぞれ日本
及び東南アジアの包括的な戦略を立案し、事業活動を展開している。
不動産事業については、日本及び北米における事業計画を立案し、事業活動を展開している。
従って、当社グループは、各事業を基礎とした地域別セグメントから構成されており、建設事業は「日
本」及び「東南アジア」、不動産事業は「日本」及び「北米」の４つを報告セグメントとしている。

　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
の事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額

建設事業 不動産事業

日本
東南
アジア

計 日本 北米 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 44,09813,84857,946522 140 663 18 58,628― 58,628

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― 9 9 7 ― 7 ― 16 (16) ―

計 44,09813,85757,955530 140 671 18 58,645(16)58,628

セグメント利益
又は損失(△)　　(注)３

272 468 741 248 65 314 △9 1,045 ― 1,045

　
当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
の事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額

建設事業 不動産事業

日本
東南
アジア

計 日本 北米 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 25,1557,56732,722263 67 331 7 33,061― 33,061

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― 4 4 3 ― 3 ― 7 (7) ―

計 25,1557,57132,726267 67 335 7 33,068(7)33,061

セグメント利益
又は損失(△)　　(注)３

202 369 571 127 33 160 △4 728 ― 728

　

(注) １　「その他の事業」は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業である。

２　セグメント間取引消去によるものである。

３　セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致している。

　
(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  
平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指
針第20号  平成20年３月21日)を適用している。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額　　　　　　(円) 342.75 336.92

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額　　　　　      　(百万円) 12,047 11,941

純資産の部の合計額から控除する金額  (百万円) 259 352

(うち少数株主持分)　　　　　　　(百万円) (259) (352)

普通株式に係る四半期連結会計期間末(連結会計
年度末)の純資産額　　　　　　　　　 (百万円)

11,787 11,588

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連
結会計期間末(連結会計年度末)の普通株式の数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千株)

34,391 34,394

　
２  １株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　 　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 (円) 15.18 25.30

　 (注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載していない。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　 　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年９月30日)

四半期純利益 (百万円) 522 870

普通株主に帰属しない金額　　　　　　 (百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益 (百万円) 522 870

普通株式の期中平均株式数 (千株) 34,397 34,392

　
第２四半期連結会計期間

　 　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
  至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
  至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 (円) 17.15 19.94

　 (注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載していない。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　 　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
  至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
  至　平成22年９月30日)

四半期純利益 (百万円) 589 685

普通株主に帰属しない金額　　　　　　 (百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益 (百万円) 589 685

普通株式の期中平均株式数 (千株) 34,397 34,392

　

EDINET提出書類

株式会社ナカノフドー建設(E00105)

四半期報告書

27/32



　

(リース取引関係)

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っているが、当四半期連結会計期間末におけるリース

取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載していない。

　
(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変

動が認められないため、記載していない。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変

動が認められないため、記載していない。

　
(資産除去債務関係)

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、第１四半期連結会計期間の期首と比

較して著しい変動が認められないため、記載していない。

　
(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末日と比較して著し

い変動が認められないため、記載していない。

　
(デリバティブ取引関係)

該当事項はない。

　
(ストック・オプション等関係)

該当事項はない。

　
(企業結合等関係)

該当事項はない。

　
(重要な後発事象)

該当事項はない。
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２ 【その他】

該当事項はない。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月11日

株式会社　ナカノフドー建設

　　　取　締　役　会  御中

　

和　泉　監　査　法　人

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    川　　尻　　慶　　夫　  印

　
業務執行社員 　 公認会計士    森　　　　　英　　之    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ナカノフドー建設の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平

成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカノフドー建設及び連結子会社の

平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計

期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は第１四半期連結

会計期間から工事契約に関する会計基準を適用しているため、この会計基準を適用し四半期連結財務諸表を

作成している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月11日

株式会社　ナカノフドー建設

　　　取　締　役　会　御中

　

和　泉　監　査　法　人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　川　　尻　　慶　　夫　　印

　

業務執行社員 　 公認会計士　　森　　　　　英　　之　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ナカノフドー建設の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平

成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカノフドー建設及び連結子会社の

平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計

期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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